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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 1会場 1Fメインホール

主催校企画16 9:10～11:10

レジェンドの話を聞く～日本編～ ………座長：島田 眞路（山梨大特別顧問）
古川 福実（和歌山県立医大名誉教授）

9 : 10～9 : 40
SP16-1． 我が皮膚科医半生の足跡を辿る～なぜ私は「分類不能」の皮膚科医になったか？～

宮地 良樹〈みやち よしき〉
静岡社会健康医学大学院大学

9 : 40～10 : 10
SP16-2． 「早くきれいに親切に治す」 接触皮膚炎とパッチテストのエキスパートをめざして

松永佳世子1,2）〈まつなが かよこ〉
藤田医科大学名誉教授1），医療法人大朋会刈谷整形外科病院皮膚科2）

10 : 10～10 : 40
SP16-3． 外用療法温故知新

江藤 隆史〈えとう たかふみ〉
あたご皮フ科

10 : 40～11 : 10
SP16-4． 我が皮膚外科人生に悔いなし

大原 國章〈おおはら くにあき〉
赤坂虎の門クリニック皮膚科

文化講演2 11:20～12:00
座長：高橋 健造（琉球大）

CL2． ゴルフと人生哲学
倉本 昌弘1,2）〈くらもと まさひろ〉
プロゴルファー1），一般社団法人日本ゴルフツアー機構（JGTO）副会長2）

特別講演10 12:00～12:40
座長：椛島 健治（京都大）

SL10． Story of PD-1：a thirty year journey from discovery
本庶 佑〈ほんじょ たすく〉
京都大学大学院医学研究科附属がん免疫総合研究センター



プ
ロ
グ
ラ
ム

６
月
９
日

1130

ランチョンセミナー29 12:50～13:50

小児アトピー性皮膚炎治療の新時代～新たな治療選択肢～
………………………座長：大矢 幸弘（名古屋市大/藤田医大/国立成育医療研究センター）

秋山 真志（名古屋大）

LS29-1． 全身治療薬が適応となる小児アトピー性皮膚炎患者とは？
二村 昌樹〈ふたむら まさき〉
国立病院機構名古屋医療センター小児科アレルギー科

LS29-2． ライフサイクルから考える学童期小児アトピー性皮膚炎の治療
片岡 葉子〈かたおか ようこ〉
大阪はびきの医療センター皮膚科

共催：サノフィ株式会社/リジェネロン・ジャパン株式会社

教育講演48【共通講習：医療安全・感染対策】 14:00～16:00

パンデミックの経験による院内感染対策と医療安全の学び直し
………………………………オーガナイザー：松村 由美（京都大附属病院医療安全管理部）

布袋 祐子（荻窪病院）

［レベル：Basic］

14 : 00～14 : 30
EL48-1． 新型コロナウイルス感染症で学んだ組織マネジメント～リーダーシップ，チームビルディ

ングと共に
布袋 祐子〈ふてい ゆうこ〉
医療法人財団荻窪病院皮膚科

14 : 30～15 : 00
EL48-2． 感染管理のベストプラクティス

土井 英史〈どい えいじ〉
一般社団法人日本感染管理支援協会

15 : 00～15 : 30
EL48-3． メンタルヘルスと医療安全

植野 司1,2）〈うえの つかさ〉
京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター1），
京都大学医学部附属病院精神科神経科2）

15 : 30～16 : 00
EL48-4． 医療安全文化と心理的安全性

松村 由美〈まつむら ゆみ〉
京都大学医学部附属病院医療安全管理部



プ
ロ
グ
ラ
ム

６
月
９
日

1131

第 4日目 6 月 9 日（日） 第 2会場 1Fさくら

モーニングセミナー9 8:00～9:00

膿疱性乾癬の治療戦略………………………………座長：杉浦 一充（藤田医大）
新井 達（聖路加国際病院）

MS9-1． 膿疱性乾癬（汎発型）の病態における好中球と膿疱形成の関わりについて
柴田 彩〈しばた さやか〉
東京大学大学院医学系研究科医学部皮膚科学教室

MS9-2． IL-36をターゲットにした GPP治療により達成できること
澤田 雄宇〈さわだ ゆう〉
産業医科大学医学部皮膚科学教室

共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社免疫領域マーケティング部

教育講演40 9:10～11:10

ざ瘡・酒さの病態と治療update …オーガナイザー：馬渕 智生（東海大）
山﨑 研志（Aloop Clinic ＆ Lab）

［レベル：Basic／Advanced／Update］

9 : 10～9 : 40
EL40-1． 国内外の痤瘡・酒 の最新治療

山﨑 研志〈やまさき けんし〉
Aloop Clinic ＆ Lab

9 : 40～10 : 10
EL40-2． 脂腺のバリアと全分泌

厚木 徹〈あつぎ とおる〉
株式会社コーセー

10 : 10～10 : 40
EL40-3． 便秘とざ瘡

松岡 悠美〈まつおか ゆうみ〉
大阪大学免疫学フロンティア研究センター皮膚アレルギー生体防御

10 : 40～11 : 10
EL40-4． 酒さの発症メカニズム～インフラマソームの関与を含めて～

中原真希子〈なかはら まきこ〉
九州大学病院皮膚科

特別講演9 11:20～12:00
座長：池田 志斈（順天堂大）

SL9． The Golden Age of Dermatologic Drugs Finally Has Begun
Ervin Epstein, Jr.
San Francisco, California, USA
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ランチョンセミナー30 12:50～13:50

乾癬・乾癬性関節炎を含む炎症性皮膚疾患の病態と目指すべき治療ゴール
……………………………………………………………座長：浅野 善英（東北大）

大槻マミ太郎（自治医大）

LS30-1． 乾癬・乾癬性関節炎の分子病態における IL-17ファミリーの役割
本間 大〈ほんま まさる〉
旭川医科大学国際交流推進センター

LS30-2． 乾癬と乾癬性関節炎～全身性炎症の視点も含めて～
藤田 英樹〈ふじた ひでき〉
日本大学医学部皮膚科学系皮膚科学分野

共催：ユーシービージャパン株式会社 メディカルアフェアーズ本部

教育講演49 14:00～16:00

皮膚科医が知っておくべきレーザー治療 …オーガナイザー：船坂 陽子（日本医大）
林 伸和（虎の門病院）

［レベル：Basic］

14 : 00～14 : 30
EL49-1． 皮膚レーザー治療の基礎から応用：色素異常症へのアプローチ

尾松 淳〈おまつ じゅん〉
東京大学大学院医学系研究科皮膚科

14 : 30～15 : 00
EL49-2． 毛細血管奇形・乳児血管腫のレーザー治療

岸 晶子〈きし あきこ〉
虎の門病院皮膚科

15 : 00～15 : 30
EL49-3． 脱毛レーザーの基礎と臨床―副作用・トラブル回避のために知っておくべきこと―

堀内 祐紀〈ほりうち ゆうき〉
秋葉原スキンクリニック

15 : 30～16 : 00
EL49-4． フラクショナルレーザーによる治療

木村有太子〈きむら うたこ〉
順天堂大学医学部皮膚科学講座
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 3会場 2F Room A

モーニングセミナー10 8:00～9:00

ピコ秒レーザーと国内初承認光治療器（IPL）のアップデート～アザ治療，フェイ
シャルトリートメント～ ……………………………………座長：石河 晃（東邦大）

MS10-1． PicoWayを用いた色素性病変について
～東大式あざ治療のコツ～

尾松 淳〈おまつ じゅん〉
東京大学大学院医学系研究科皮膚科

MS10-2． 次世代光治療器 Nordlysを用いた治療
～色素性疾患・血管病変・フルフェイストリートメント・脱毛～

原 かや〈はら かや〉
八重洲形成外科・美容皮膚科

共催：シネロン・キャンデラ株式会社

教育講演41 9:10～11:10

乾癬の基本的な病態の理解から治療アップデート・病診連携まで
………………………………………………オーガナイザー：大槻マミ太郎（自治医大）

森田 明理（名古屋市立大）

［レベル：Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL41-1． 乾癬をめぐる診療連携とその実際

西田 絵美〈にしだ えみ〉
名古屋市立大学医学部附属西部医療センター皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL41-2． 乾癬性関節炎のアップデート

岸本 暢将〈きしもと みつまさ〉
杏林大学医学部腎臓・リウマチ膠原病内科

10 : 10～10 : 40
EL41-3． 乾癬の免疫学的な若返りは可能か

渡邉 玲〈わたなべ れい〉
順天堂大学皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL41-4． 乾癬の全身療法は温故知新や不易流行の精神で

常深祐一郎〈つねみ ゆういちろう〉
埼玉医科大学皮膚科
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ランチョンセミナー31 12:50～13:50

New horizon for alopecia areata treatments based on updated
pathology and diagnostics
円形脱毛症の病態，診断から新たな治療選択肢へ ………座長：大山 学（杏林大）

LS31-1． How to identify mimickers of alopecia areata by trichoscopy
Lidia Rudnicka
The Department of Dermatology at the Medical University of Warsaw, Poland

LS31-2． A modern management strategy for alopecia areata
Rodney Sinclair
The Department of Medicine, at the University of Melbourne, Sinclair Dermatology,
Australia

共催：ファイザー株式会社メディカルアフェアーズ部

乾癬・アトピー性皮膚炎の分子標的薬安全対策講習会 14:00～15:30
講演 1． 注意すべき副作用と安全対策

朝比奈昭彦〈あさひな あきひこ〉
東京慈恵会医科大学皮膚科

講演 2． 生物学的製剤投与時に併発する呼吸器疾患，特に呼吸器感染症への対策
渡辺 彰〈わたなべ あきら〉
東北文化学園大学医療福祉学部抗感染症薬開発研究部門

講演 3． JAK阻害内服薬使用上の注意点
安部 正敏〈あべ まさとし〉
医療法人社団廣仁会札幌皮膚科クリニック
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 4会場 2F Room B-1

モーニングセミナー11 8:00～9:00

Acne Inflammatory Disease
……………………………座長：宮地 良樹（静岡社会健康医学大学院大/京都大名誉教授）

山﨑 修（島根大）

MS11-1． 痤瘡患者から分離されるアクネ菌―薬剤耐性菌の現状とその対策―
中南 秀将〈なかみなみ ひでまさ〉
東京薬科大学薬学部臨床微生物学教室

MS11-2． スタートが大事！抗炎症痤瘡治療～病態と患者ニーズから治療を Rebuildする～
角田加奈子〈つのだ かなこ〉
岩手医科大学皮膚科学講座

共催：サンファーマ株式会社

スポンサードシンポジウム8 9:10～11:10

日本と海外における，長期寛解を見据えたアトピー性皮膚炎の薬剤選択
………………………………………………………………座長：氏家 英之（北海道大）

椛島 健治（京都大）

SSY8-1． アトピー性皮膚炎における 2型サイトカインの果たす役割 ～IL-13を中心に～
茂木精一郎〈もてぎ せいいちろう〉
群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学

SSY8-2． アトピー性皮膚炎治療
～リアルワールドエビデンスからアドトラーザⓇの立ち位置を見直す～

谷崎 英昭〈たにざき ひであき〉
関西医科大学皮膚科学講座

SSY8-3． Which AD patients to treat with AdtralzaⓇ?
Jacob Pontoppidan Thyssen
Faculty of Health and Medical Sciences, University of Copenhagen, Copenhagen,
Denmark
LEO Pharma A/S, Ballerup, Denmark

ディスカッション
日本において，アドトラーザⓇに期待されるポジショニングと好適患者像

共催：レオファーマ株式会社
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ランチョンセミナー32 12:50～13:50

奥深いがゆえにさらに掘り下げたい皮膚真菌症の話題―Dermatomycosis
More Than Deep― …………………………………座長：江藤 隆史（あたご皮フ科）

LS32-1． 足白癬・爪白癬の潜在患者率に関する全国疫学調査（Foot Check 2023）による新しい知
見

畑 康樹1,2）〈はた やすき〉，仲 弥1,3），上田 純嗣1,4），服部 尚子1,5），
安部 正敏1,6），江藤 隆史1,7）

日本臨床皮膚科医会Foot Check 2023実行委員会1），神奈川はた皮膚科クリニック2），
仲皮フ科クリニック3），本郷台皮膚科4），なおこ皮膚科クリニック5），
札幌皮膚科クリニック6），あたご皮フ科7）

LS32-2． Onychomycosis More Than Deep
五十棲 健〈いおずみ けん〉
東京警察病院皮膚科

共催：科研製薬株式会社

教育講演50 14:00～16:00

汗の診療最前線2024 オーガナイザー：室田 浩之（長崎大）
藤本 智子（池袋西口ふくろう皮膚科クリニック）

［レベル：Advanced］

14 : 00～14 : 30
EL50-1． ヒト汗腺の発汗時の動態と制汗技術への応用

藤田 郁尚1,2）〈ふじた ふみたか〉
大阪大学大学院薬学研究科1），株式会社マンダム2）

14 : 30～15 : 00
EL50-2． 多汗症の診療最前線

大嶋雄一郎〈おおしま ゆういちろう〉
愛知医科大学皮膚科

15 : 00～15 : 30
EL50-3． 日常診療で知っておくべき特異な発汗異常症

室田 浩之〈むろた ひろゆき〉
長崎大学大学院医歯薬学研究科皮膚病態学分野

15 : 30～16 : 00
EL50-4． 病態から考える特発性後天性全身性無汗症の診療

飯田 忠恒〈いいだ ただつね〉，沖山奈緒子
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科皮膚科
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 5会場 2F Room B-2

モーニングセミナー12 8:00～9:00

アトピー性皮膚炎における発症予防策と外用薬の選択について
………………………………………………座長：吉田 和恵（国立成育医療研究センター）

MS12-1． エビデンスから読み解く～アトピー性皮膚炎発症予防のための早期スキンケア介入～
山本貴和子〈やまもと きわこ〉
国立成育医療研究センターアレルギーセンター

MS12-2． 外用薬における基剤・剤形の選び方
大谷 道輝〈おおたに みちてる〉
佐々木研究所

共催：マルホ株式会社

教育講演42 9:10～11:10

慢性膿皮症の病態理解とそのマネジメント …オーガナイザー：高橋 健造（琉球大）
本田 哲也（浜松医大）

［レベル：Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL42-1． 慢性膿皮症の分類と捉え方

林 伸和〈はやし のぶかず〉
虎の門病院皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL42-2． 頭部の慢性膿皮症の理解

伊藤 泰介〈いとう たいすけ〉
浜松医科大学皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL42-3． 化膿性汗腺炎の治療と生活指導

大嶺 卓也〈おおみね たくや〉
琉球大学大学院医学研究科皮膚科学講座

10 : 40～11 : 10
EL42-4． 化膿性汗腺炎の病態

乃村 俊史〈のむら としふみ〉
筑波大学医学医療系皮膚科
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ランチョンセミナー33 12:50～13:50

皮膚科処置とアフターケア/温泉水成分の可能性
………………………………………………座長：上出 良一（ひふのクリニック人形町）

LS33-1． 皮膚の日常ケアと処置後ケアにおけるアベンヌ温泉水配合製品の有用性について
上尾 礼子〈のぼりお れいこ〉
関西医科大学香里病院総合診療科

LS33-2． アベンヌ温泉水抽出成分セープラスリストア™の効果について
石氏 陽三〈いしうじ ようぞう〉
東京慈恵会医科大学皮膚科学講座

共催：株式会社ピエールファーブルジャポン（アベンヌ）

教育講演51 14:00～16:00

食と皮膚疾患 ………………………………………オーガナイザー：川村 龍吉（山梨大）
杉田 和成（佐賀大）

［レベル：Advanced］

14 : 00～14 : 30
EL51-1． 精密栄養学から考える食を介した免疫制御と皮膚疾患

國澤 純〈くにさわ じゅん〉
医薬基盤・健康・栄養研究所ヘルス・メディカル微生物研究センター

14 : 30～15 : 00
EL51-2． 金属アレルギーと食事

足立 厚子〈あだち あつこ〉
足立病院皮膚科・アレルギー科

15 : 00～15 : 30
EL51-3． 脂肪酸と炎症性皮膚疾患

本田 哲也〈ほんだ てつや〉
浜松医科大学皮膚科

15 : 30～16 : 00
EL51-4． 亜鉛欠乏と皮膚疾患

小川 陽一〈おがわ よういち〉
山梨大学大学院医学系研究科皮膚科
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 6会場 1F Room D

モーニングセミナー13 8:00～9:00

皮膚科診療における包括的スキンケアルーティーンの重要性
………………………………………………座長：五十嵐敦之（いがらし皮膚科東五反田）

MS13-1． CTMPⓇ理論に基づいたスキンケアの必要性
五十嵐敦之〈いがらし あつゆき〉
いがらし皮膚科東五反田

MS13-2． CTMPⓇ理論を皮膚科の臨床に取り入れてみた
菊地 克子〈きくち かつこ〉
仙台たいはく皮膚科クリニック

共催：ガルデルマ株式会社

教育講演43 9:10～11:10

創傷の治し方～新しく改訂されたガイドラインの使いどころ～
………………………………………………オーガナイザー：長谷川 稔（福井大）

立花 隆夫（枚方公済病院）

［レベル：Basic／Update］

9 : 10～9 : 40
EL43-1． 褥瘡治療には何が効く？

藤原 浩1）〈ふじわら ひろし〉，入澤 亮吉2），大塚 正樹3），加古 智子4），
加持 達弥5），門野 岳史6），古賀 文二7），廣崎 邦紀8），野北 陽子9）

新潟大医歯学総合病院1），東京医大2），中東遠総合医療センター3），
三重県立総合医療センター4），広島市立広島市民病院5），聖マリアンナ医大6），福岡大7），
北海道医療センター8），聖マリアンナ医大病院看護部9）

9 : 40～10 : 10
EL43-2． 膠原病・血管炎に伴う皮膚潰瘍の治療

浅野 善英1）〈あさの よしひで〉，浅井 純2），石井 貴之3），岩田 洋平4），
小寺 雅也5），宮部 千恵6），内山 明彦7），小川 陽一8），岡村 賢9），岸部 麻里10），
小池 雄太11），壽 順久12），藤本 徳毅13），宮城 拓也14），山口 由衣15），
吉崎 歩16），大森 礼子17）

東北大1），京都府立医大2），富山県立中央病院3），藤田医大4），中京病院5），
東京女子医大6），群馬大7），山梨大8），山形大9），旭川医大10），長崎大11），
ことぶき皮ふ科クリニック12），滋賀医大13），琉球大14），横浜市立大15），東京大16），
東京大看護部17）

10 : 10～10 : 40
EL43-3． 下腿潰瘍に対する圧迫療法―ガイドラインの読み方

伊藤 孝明1）〈いとう たかあき〉，前川 武雄2），出月 健夫3），太田真由美4），
坂井 浩志5），皿山 泰子6），田中 隆光7），新原 寛之8），伏間江貴之9），牧野 公治10），
八代 浩11），近藤 晃代12）

兵庫医大1），自治医大さいたま医療センター2），NTT東日本関東病院3），
東京慈恵会医大4），大阪大5），神戸労災病院6），帝京大7），島根大8），東京医療センター9），
熊本医療センター10），八代皮フ科クリニック11），NTT東日本関東病院看護部12）
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10 : 40～11 : 10
EL43-4． 熱傷診療ガイドラインその一歩先へ

吉野雄一郎1）〈よしの ゆういちろう〉，天野 正宏2），飯野 志郎3），尾本 陽一4），
欠田 成人5），鹿児山 浩6），齊藤 亨7），境 恵祐8），土井 直孝9），橋本 彰10），
林 昌浩11），牧野 雄成12），間所 直樹13），三木田直哉14），安田 正人15），
山田 勝裕16），増田 未散17）

熊本赤十字病院1），宮崎大2），福井大3），おもと皮フ科4），済生会松阪総合病院5），
富山大6），山形大7），国立療養所菊池恵楓園8），土井皮フ科9），東北大10），
新中道皮ふ科クリニック11），熊本大12），東広島医療センター13），みきた皮ふ科14），
群馬大15），あおい皮ふ科16），熊本大看護部17）

ランチョンセミナー34 12:50～13:50

美容皮膚診療のゴールデンスタンダード～IPLと医療脱毛～
…………………………………………………………………座長：大塚 篤司（近畿大）

LS34-1． 医療脱毛における 2波長ブレンド照射の有用性
今泉 明子〈いまいずみ あきこ〉
医療法人社団青泉会今泉スキンクリニック

LS34-2． IPL治療における波長の役割 フィルター式 IPLの臨床効果
神田 弘貴〈かんだ ひろき〉
三田皮膚科

共催：ルミナス・ビージャパン株式会社

教育講演52 14:00～16:00

皮膚疾患の治療に生かせる皮膚バリアupdate
……………………………………………………オーガナイザー：山本 明美（旭川医大）

天野 博雄（岩手医大）

［レベル：Update］

14 : 00～14 : 30
EL52-1． アトピー性皮膚炎におけるバリア異常の本質は何か？

波多野 豊〈はたの ゆたか〉
大分大学皮膚科

14 : 30～15 : 00
EL52-2． 明日からの診療に役立つ表皮脂質異常・バリア障害のアップデートと変わりつつある魚

鱗癬の治療
武市 拓也1,2）〈たけいち たくや〉
名古屋大学大学院医学系研究科皮膚科1），名古屋大学高等研究院2）

15 : 00～15 : 30
EL52-3． 精密スキンケアを実現するための皮膚バリア評価の試み

川崎 洋1,2）〈かわさき ひろし〉
理化学研究所生命医科学研究センター免疫器官形成研究チーム1），
慶應義塾大学医学部皮膚科2）

15 : 30～16 : 00
EL52-4． 乳児期の角層バリア変化と皮膚炎

吉田 和恵〈よしだ かずえ〉
国立成育医療研究センター皮膚科
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 7会場 1F Room E

教育実習セミナー『ダーモスコピー』（2回目） 9:10～11:10
オーガナイザー：外川 八英（千葉大）

坂井 浩志（大阪大）

技術協力：カシオ計算機株式会社

ランチョンセミナー35 12:50～13:50

酒 の治療を考える ………………………………………座長：青山 裕美（川崎医大）

LS35-1． 酒 の赤みに必要な「あと一歩」
山﨑 研志〈やまさき けんし〉
Aloop Clinic ＆ Lab

LS35-2． クリニックでの酒さ診療～診断，治療からスキンケア～
林 宏明〈はやし ひろあき〉
はやし皮ふ科クリニック

共催：グラファラボラトリーズ株式会社

教育講演53 14:00～16:00

さまざまな顆粒球関連皮膚疾患 ………………オーガナイザー：中井 浩三（高知大）
渡邉 玲（順天堂大）

［レベル：Advanced］
14 : 00～14 : 05 はじめに

14 : 05～14 : 32
EL53-1． 好中球関連皮膚疾患 最新の診断と治療

葉山 惟大〈はやま これまさ〉
日本大学皮膚科

14 : 32～15 : 00
EL53-2． 獲得免疫における好中球の役割と皮膚疾患

渡邉 玲〈わたなべ れい〉
順天堂大学皮膚科

15 : 00～15 : 27
EL53-3． 好酸球関連皮膚疾患―最新の診断と治療

野村 尚史〈のむら たかし〉
京都大学難病創薬産学連携研究講座

15 : 27～15 : 55
EL53-4． 好塩基球関連皮膚疾患 最新の病態と治療

宇賀神つかさ1,2）〈うがじん つかさ〉
日本赤十字社武蔵野赤十字病院皮膚科1），東京医科歯科大学皮膚科2）

15 : 55～16 : 00 おわりに
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 8会場 1F Room C-1

モーニングセミナー14 8:00～9:00

白斑を治療する！………………………………………座長：森田 明理（名古屋市立大）

MS14-1． 白斑の治療―光線治療とその併用療法を考える―
渡部 晶子〈わたべ あきこ〉
けまない皮膚科クリニック

MS14-2． 白斑の光線療法の実際
三上万理子〈みかみ まりこ〉
横浜西口菅原皮膚科

MS14-3． 白斑の光線療法の最適化
榎本 由季〈えのもと ゆき〉
名古屋市立大

共催：澁谷工業株式会社/株式会社インフォワード

教育講演44 9:10～11:10

誰でもできる皮膚リンパ腫の診療………オーガナイザー：清水 忠道（富山大）
菅谷 誠（国際医療福祉大）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 40
EL44-1． 進化する菌状息肉症の治療：新規治療薬とその役割

藤村 卓〈ふじむら たく〉
東北大学大学院医学系研究科皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL44-2． 明日から使える皮膚リンパ腫（菌状息肉症以外）診療

濱田 利久〈はまだ としひさ〉
国際医療福祉大学皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL44-3． 皮膚リンパ腫に対する放射線治療

大熊 加惠〈おおくま かえ〉
国立がん研究センター中央病院放射線治療科

10 : 40～11 : 10
EL44-4． 皮膚リンパ腫に対する新規治療―ブレンツキシマブベドチン国内第 2相医師主導臨床試

験を中心に―
平井 陽至〈ひらい ようじ〉
岡山大学病院皮膚科
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ランチョンセミナー36 12:50～13:50

ウイルス性疣贅～治療最前線2024～ ………座長：渡辺 大輔（愛知医大）
三石 剛（さいたま赤十字病院）

LS36-1． ウイルス性疣贅の治療 最新情報と今後の展望～尖圭コンジローマを中心に～
三石 剛〈みついし つよし〉
日本赤十字社さいたま赤十字病院皮膚科

LS36-2． 難治性の尋常性疣贅 その要因と治療の工夫
小林 里実〈こばやし さとみ〉
聖母病院皮膚科

共催：小太郎漢方製薬株式会社

教育講演54【指導医講習会】 14:00～16:00

専門医指導医に求められること …………………オーガナイザー：石河 晃（東邦大）
今福 信一（福岡大）

［レベル：Basic］

14 : 00～14 : 40
EL54-1． 専門医制度の総括と指導医の役割

石河 晃〈いしこう あきら〉
東邦大学医学部皮膚科

14 : 40～15 : 00
EL54-2． 専門医試験および更新の注意点

今福 信一〈いまふく しんいち〉
福岡大学医学部皮膚科学

15 : 00～15 : 30
EL54-3． 天は自ら助くる者を助く：女性皮膚科医の生きる路

泉 美貴〈いずみ みき〉
昭和大学医学部医学教育学講座

15 : 30～16 : 00
EL54-4． 専門医の指導において重視していること

川上 民裕〈かわかみ たみひろ〉
東北医科薬科大学医学部皮膚科
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 9会場 1F Room C-2

モーニングセミナー15 8:00～9:00

蕁麻疹治療up to date ………………………座長：秀 道広（広島市立広島市民病院）

MS15-1． アレルギー性蕁麻疹診療 up to date
千貫 祐子〈ちぬき ゆうこ〉
島根大学医学部皮膚科

MS15-2． 抗ヒスタミン薬で治らない特発性蕁麻疹の対処法―H1-SWITCH試験からの新知見の紹
介―

福永 淳〈ふくなが あつし〉
大阪医科薬科大学医学部感覚器機能形態医学講座皮膚科学

共催：大鵬薬品工業株式会社

主催校企画17 9:10～11:10

脂質研究最前線～脂質と炎症の関係に迫る～ …オーガナイザー：波多野 豊（大分大）
森実 真（岡山大）

9 : 10～9 : 39
SP17-1． 最新の脂質解析法とその医学研究への応用

横溝 岳彦〈よこみぞ たけひこ〉
順天堂大学大学院医学研究科生化学・細胞機能制御学

9 : 39～10 : 08
SP17-2． 皮脂の機能と炎症性皮膚疾患

福田桂太郎1,2）〈ふくだ けいたろう〉
慶應義塾大学医学部皮膚科学教室1），理研IMS皮膚恒常性研究チーム2）

10 : 08～10 : 35
SP17-3． 角層脂質異常と炎症について考える

武市 拓也1,2）〈たけいち たくや〉
名古屋大学大学院医学系研究科皮膚科1），名古屋大学高等研究院2）

10 : 35～10 : 56
SP17-4． アトピー性皮膚炎の病勢と関連する角層脂質と血中脂質

酒井 貴史〈さかい たかし〉
大分大学医学部皮膚科学講座

10 : 56～11 : 10 クロスオーバーディスカッション
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ランチョンセミナー37 12:50～13:50

紫外線療法の基本から適応疾患展望～UVB（エキシマライトとUVB-LED）と
UVA1～………………………………………………座長：森田 明理（名古屋市立大）

林部 一人（はやしべ皮フ科）

LS37-1． ビギナーのためのエキシマライト講座～乾癬，掻痒性皮膚疾患に対する照射方法～
持田 和伸〈もちだ かずのぶ〉
持田皮フ科

LS37-2． 尋常性白斑に対する UVA1照射療法の機序と展望
小亀 敏明〈こがめ としあき〉
京都大学大学院医学研究科皮膚科学

共催：ウシオ電機株式会社

教育講演55 14:00～16:00

女性医師による症例検討と血管炎専門家への道しるべ
………………………………………………オーガナイザー：石黒 直子（東京女子医大）

川上 民裕（東北医科薬科大）

［レベル：Basic／Advanced／Update］

14 : 00～14 : 30
EL55-1． 非典型的な臨床像を呈した IgA血管炎について考える―非典型たる所以はどこにある？

岸部 麻里〈きしべ まり〉，高橋 千晶，菅野 恭子
旭川医科大学皮膚科

14 : 30～15 : 00
EL55-2． 治療抵抗性結節性多発動脈炎の一例

奥村 健悟〈おくむら けんご〉，杉山 聖子，青山 裕美
川崎医科大学皮膚科

15 : 00～15 : 30
EL55-3． 皮膚科医が診る IgA血管炎と皮膚動脈炎

沖山奈緒子〈おきやま なおこ〉
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科皮膚科学分野

15 : 30～16 : 00
EL55-4． 日本女医会第 55回吉岡彌生賞受賞に至る，血管炎に対峙した軌跡と今後への期待

武曾 惠理1,2）〈むそう えり〉
京都華頂大学現代生活学部食物栄養学科1），
財）田附興風会医学研究所北野病院腎臓内科2）
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 10会場 1Fアネックスホール 2

モーニングセミナー16 8:00～9:00
座長：浅田 秀夫（奈良県立医大）

MS16． Fighting Shingles―帯状疱疹ワクチン update2024―
渡辺 大輔〈わたなべ だいすけ〉
愛知医科大学皮膚科

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社

教育講演45 9:10～11:10

日々の皮膚科診療における疑問から，臨床研究を始めてみよう！
…………………………………………………オーガナイザー：大久保ゆかり（東京医大）

山本 洋介（京都大）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 27
EL45-1． 臨床研究デザインの基礎

山本 洋介〈やまもと ようすけ〉
京都大学大学院医学研究科医療疫学分野

9 : 27～9 : 52
EL45-2． あなたの Research Questionを DAGに可視化する

山崎 大〈やまざき はじめ〉
京都大学大学院医学研究科地域医療システム学講座

9 : 52～10 : 17
EL45-3． 皮膚科臨床研究の実例①：単施設における乾癬患者に対する生物学的製剤による治療と

真菌感染症の関連性についての検討
南 圭人〈みなみ よしひと〉，大久保ゆかり
東京医科大学皮膚科学分野

10 : 17～10 : 42
EL45-4． 皮膚科臨床研究の実例②：大規模レセプトデータベースを用いた皮膚科領域の臨床疫学

研究
宮地 秀明1,2,3）〈みやち ひであき〉
千葉大学医学部附属病院次世代医療構想センター1），
千葉大学大学院医学研究院皮膚科学2），
Department of Emergency Medicine, Massachusetts General Hospital3）

10 : 42～11 : 07
EL45-5． 皮膚科臨床研究の実例③：西日本乾癬レジストリWestern Japan Psoriasis Registry（WJPR）

鶴田 紀子1,2）〈つるた のりこ〉
北九州市立八幡病院1），西日本炎症性皮膚疾患研究会2）

11 : 07～11 : 10 終わりに
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ランチョンセミナー38 12:50～13:50

巻き爪患者さんが求めるベストな治療とは ……………座長：原田 和俊（東京医大）

LS38-1． 巻き爪診療に福音か！？リネイルⓇゲルがもたらすベネフィット
出射 敏宏〈いでい としひろ〉
いでい皮ふ科

LS38-2． 皮膚科医が行うべきフットケア～巻き爪が及ぼす運動機能への影響より～
高山かおる〈たかやま かおる〉
済生会川口総合病院皮膚科

共催：マルホ株式会社 医療機器事業部

主催校企画18 14:00～16:00

私，医者だけど企業人です～企業で活かす医師の力～
………………………………………オーガナイザー：久道 勝也（ロート製薬/下北沢病院）

生駒 晃彦（マルホ）

14 : 00～14 : 30
SP18-1． 医師として成せること～グローバル製薬企業で働く医師として

藤本 陽子〈ふじもと ようこ〉
ファイザー株式会社

14 : 30～15 : 00
SP18-2． 薬の開発，病院の開発

久道 勝也1,2）〈ひさみち かつや〉
下北沢病院1），ロート製薬2）

15 : 00～15 : 30
SP18-3． 医師がコンサルティング企業で働く魅力

本間 政人〈ほんま まさと〉
合同会社Medical Owl

15 : 30～16 : 00
SP18-4． 私，医者だけど自由人です～起業で挑戦する医師の力～

上田 悠理〈うえだ ゆうり〉
株式会社Confie
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 11会場 Room157

モーニングセミナー17 8:00～9:00

アゼライン酸のいま ……………………………………座長：林 伸和（虎の門病院）

MS17-1． アゼライン酸のエビデンス
林 伸和〈はやし のぶかず〉
虎の門病院皮膚科

MS17-2． アゼライン酸の臨床経験
小林 美和〈こばやし みわ〉
こばやし皮膚科クリニック

共催：ロート製薬株式会社

教育講演46 9:10～11:10

UJA X ENGAGE-TF 留学のすゝめ2024＠皮膚科学会総会
…………………………………………………オーガナイザー：中島沙恵子（京都大）

足立 剛也（慶應義塾大）

［レベル：Basic］
9 : 10～9 : 13 Opening Remarks

9 : 13～9 : 18
EL46-1． 留学への挑戦を後押しする―海外日本人研究者ネットワーク UJAとケイロン・イニシア

チブの取り組み
足立 剛也1,2,3,4,5）〈あだち たけや〉
慶應義塾大学医学部皮膚科学教室1），同アレルギーセンター2），ENGAGE-TF3），
海外日本人研究者ネットワーク（UJA）4），NPO法人ケイロン・イニシアチブ5）

9 : 18～9 : 23
EL46-2． ENGAGEの取り組み

中島沙恵子〈なかじま さえこ〉
京都大学皮膚科

9 : 23～9 : 43
EL46-3． 日本人お母さん女医さんも，アメリカ医学部の皮膚科教授になって研究室を持てる！

藤田真由美〈ふじた まゆみ〉
米国コロラド大学皮膚科学教室

9 : 43～10 : 03
EL46-4． Exploring the migration of immune cells in the skin：contributions of Japanese dermatologists

to chemokine biology
Samuel T. Hwang
Dermatology at the University of California Davis School of Medicine, USA

10 : 03～10 : 38 ショートトーク（各 7分）
1．キース由貴〈きーす ゆき〉

Garvan Institute of Medical Research
2．髙橋 岳浩〈たかはし たけひろ〉

東北大学病院皮膚科
3．渡邉 美佳〈わたなべ みか〉

北海道大学大学院医学研究院皮膚科学教室
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4．廣保 翔〈ひろやす しょう〉
大阪公立大学医学研究科皮膚病態学

5．福田 理紗〈ふくだ りさ〉
国立成育医療研究センター皮膚科

10 : 38～11 : 08 パネルディスカッション
11 : 08～11 : 10 Closing Remarks

ランチョンセミナー39 12:50～13:50

最先端ケミカルピーリングの実態～治療の進化とマヌカハニーの有用性～
…………………………………………………座長：伊東 秀記（立川皮膚科クリニック）

松村 一（東京医大形成外科）

LS39-1． 患者さん 1人 1人の肌に合わせたケミカルピーリングを目指して
鈴木 悠花〈すずき ゆか〉
飯田橋ともじり皮ふ科

LS39-2． どうしてマヌカハニーをピーリングに入れたのか，マヌカはどのように良いのか！
松村 一〈まつむら はじめ〉
東京医科大学形成外科学分野

LS39-3． マヌカハニー含有ケミカルピーリングの美容医療分野における可能性
吉澤 秀和〈よしざわ ひでかず〉
NEW FACE AESTHETIC CLINIC

共催：株式会社エスト・コミュ

主催校企画19 14:00～16:00

医療者に必要なSNSの基礎知識と活用法
………………………オーガナイザー：大塚 篤司（近畿大）

堀向 健太（東京慈恵会医大葛飾医療センター小児科）

14 : 00～14 : 22
SP19-1． 皮膚科医における SNS活用

大塚 篤司〈おおつか あつし〉
近畿大学医学部皮膚科

14 : 22～14 : 44
SP19-2． 小児領域における SNSの活用

坂本 昌彦〈さかもと まさひこ〉
長野県厚生連佐久総合病院佐久医療センター小児科

14 : 44～15 : 06
SP19-3． 日本循環器学会公式 X @JCIRC_IPRと YouTubeの 5年間の活動で見えてきた光と闇

岸 拓弥〈きし たくや〉
国際医療福祉大学大学院医学研究科循環器内科

15 : 06～15 : 28
SP19-4． アレルギー分野における SNSの活用と注意点．新聞，医学サイト，音声配信などの活用

堀向 健太〈ほりむかい けんた〉
東京慈恵会医科大学葛飾医療センター小児科

15 : 28～16 : 00 パネルディスカッション
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 12会場 B2Fプリンスホール

スポンサードシンポジウム9 9:10～11:10

New solution for leaving psoriasis behind …………座長：多田 弥生（帝京大）
奥山 隆平（信州大）

SSY9-1． 乾癬の病態における IL-17A/Fの役割を考える
安田 正人〈やすだ まさひと〉
群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学

SSY9-2． ビメキズマブ治療の利点と課題
梅澤 慶紀〈うめざわ よしのり〉
東京慈恵会医科大学皮膚科学講座

SSY9-3． 乾癬性関節炎における早期診断の重要性とその治療戦略
山中 恵一〈やまなか けいいち〉
三重大学大学院医学系研究科皮膚科学

SSY9-4． Global Perspectives on Psoriasis Therapy
Diamant Thaci
Comprehensive Center for Inflammation Medicine, University of Luebeck, Germany

共催：ユーシービージャパン株式会社

皮膚科スペシャリティーナース講習会 14:30～16:30
オーガナイザー：安部 正敏（札幌皮膚科クリニック）

久野 千枝（藤田医大アレルギー疾患対策医療学皮膚疾患ケア看護師）

SN1． 季節の変化にあわせた皮膚疾患ケア―皮膚の構造・機能と共に
本田ひろみ〈ほんだ ひろみ〉
錦糸町かるがも皮膚科

SN2． アトピー性皮膚炎，乾癬，掌蹠膿疱症の治療目標と治療法～生物学的製剤など新たな治
療薬の登場による対応の変化は？～

大久保ゆかり〈おおくぼ ゆかり〉
東京医科大学皮膚科学分野

SN3． 慢性皮膚疾患患者におけるセルケア指導への関わり～外用療法，自己注射指導～
飯島 志布〈いいじま しのぶ〉
東京医科大学病院皮膚・排泄ケア認定看護師

SN4． 皮膚科診療コミュニケーションマニュアル！できるナースはこの薬でこう話す！
安部 正敏〈あべ まさとし〉
医療法人社団廣仁会札幌皮膚科クリニック
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 13会場 B2Fゴールドルーム

モーニングセミナー18 8:00～9:00

肝斑そして赤ら顔の最新攻略法
パルス発振式マイクロニードルRFの大きな可能性 ……座長：中野 俊二（中野医院）

MS18-1． マイクロニードル RFを用いた Skin Rejuvenation治療
黃 聖琥〈こう せいこ〉，堀江 琴音，高 奈緒
医療法人浜悠会KO CLINIC ＆ Lab

MS18-2． 赤ら顔治療最前線：パルス発振式ニードル RFを活用した治療法の革新
伊東 秀記〈いとう ひでき〉
医療法人社団慈泰会立川皮膚科クリニック

共催：マーベラスビューティージャパン株式会社

教育講演47 9:10～11:10

Decision making in メラノーマ―治療困難例にどう対峙するのか―
……………………………………………………オーガナイザー：宇原 久（札幌医大）

福島 聡（熊本大）

［レベル：Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL47-1． 総論：治療困難例で重要な所見と行うべき検査

並川健二郎〈なみかわ けんじろう〉
国立がん研究センター中央病院皮膚腫瘍科

9 : 40～10 : 10
EL47-2． メラノーマ治療困難例での外科的処置

森 龍彦1,2）〈もり たつひこ〉
埼玉医科大学国際医療センター皮膚腫瘍科・皮膚科1），福島県立医科大学皮膚科2）

10 : 10～10 : 40
EL47-3． 進行期メラノーマの治療における放射線治療の役割

平田 岳郎〈ひらた たけろう〉
大阪大学大学院医学系研究科放射線治療学教室

10 : 40～11 : 10
EL47-4． メラノーマ治療困難例における薬物療法の現状と課題

宮下 梓〈みやした あずさ〉
熊本大学病院皮膚科
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市民公開講座 14:30～16:30

よくある皮膚トラブルの予防法とスキンケア ……………座長：鬼頭 昭彦（京都大）

OL1． ニキビを早くキレイに治すには～美肌のためのスキンケア法をお教えします～
野村 有子〈のむら ゆうこ〉
野村皮膚科医院

OL2． 小児に多い皮膚疾患とスキンケア
馬場 直子〈ばば なおこ〉
神奈川県立こども医療センター皮膚科

OL3． 予防できる！帯状疱疹
松尾 光馬〈まつお こおま〉
中野皮膚科クリニック

OL4． 紫外線による皮膚の老化（光老化）とスキンケアによる予防
藤原留美子1,2）〈ふじわら るみこ〉
株式会社資生堂みらい開発研究所1），日本化粧品工業会フォトプロテクション部会2）
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第 4日目 6 月 9 日（日） 第 14会場 Room510

教育実習セミナー『パッチテスト・プリックテスト』 14:00～16:00

プリックテスト・パッチテストハンズオンセミナー 入門編 2024
………………………オーガナイザー：矢上 晶子（藤田医大ばんたね病院総合アレルギー科）

伊藤 明子（ながたクリニック皮膚科）

ETS7． プリックテスト・パッチテストハンズオンセミナー 入門編 2024
タスクフォース
矢上 晶子（藤田医科大学ばんたね病院総合アレルギー科）
伊藤 明子（ながたクリニック皮膚科）
鈴木加余子（藤田医科大学ばんたね病院総合アレルギー科）
松倉 節子（丸子中央病院皮膚科）
峠岡 理沙（京都府立医科大学皮膚科）
鷲尾 健（神戸市立西神戸医療センター皮膚科）
岸本 泉（関西医科大学皮膚科）

共催：一般社団法人日本皮膚免疫アレルギー学会，佐藤製薬株式会社，鳥居薬品株式会社，
株式会社スマートプラクティスジャパン
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第 4日目 6 月 9 日（日） ハンズオン会場 1Fスワン

スポンサードハンズオンセミナー 10:00～12:00

皮膚を診る．病態を推測する．治療戦略を考える．
～アトピー性皮膚炎長期寛解のために～

10 : 00～10 : 10 【Opening Remarks】
井川 健〈いがわ けん〉
獨協医科大学医学部皮膚科学講座

10 : 10～10 : 45
SHS． 【Special Lecture】

片岡 葉子〈かたおか ようこ〉
大阪はびきの医療センター皮膚科

10 : 45～11 : 45 【Workshop】
ファシリテーター
井川 健〈いがわ けん〉
獨協医科大学医学部皮膚科学講座
片岡 葉子〈かたおか ようこ〉
大阪はびきの医療センター皮膚科
田中 暁生〈たなか あきお〉
広島大学大学院医系科学研究科皮膚科学
中原 剛士〈なかはら たけし〉
九州大学大学院医学研究院皮膚科学分野

11 : 45～12 : 00 【Wrap Up Lecture】
片岡 葉子〈かたおか ようこ〉
大阪はびきの医療センター皮膚科

共催：サノフィ株式会社／リジェネロン・ジャパン株式会社


